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プラズマとみな して,その中o')音波 をガス ･プラズマにおけるイオン波 に相当
する集迅励起 として とらえる周知ゐBohm-Staver理論 1) を出発点 とす
る｡B-S理論は液体(固体 も)7ルカ7)金属については,音速に関 して実測




た占方法 としては誘電函数 を一般化 したdensity-densityresponse
function2),5)a)特異点 として分散関係を求める方法 ,あるいはBohtm-Pines
め collectivecoordinate4)U)方法に よった.前者の場合には =拳分布函
数 のボルツマン方程式の右辺にあらわれる2体分布函数を
f(2)- fい) i(1)g (Ir1-r 2 1)′ヽ-′ ′ヽ■′
で近似する5)o 後者り場合には過勤方轟式 にあらわれる
exp 卜 1(3-三′)(Li-Lj)) (且≒旦′)
をそれeJアンサンブル平均
1㌃∇〔Ls(lq-q′日 -1)～ ′ヽ.∫











¢(q)-¢(q)+てき可算 Jd5i,% '机 q′.) rls捜 ′-Al,-育
曹うるomは イオンaJ質量 .¢(q)はイ･オン間 ポテンツヰ ル")7丁リエ成分
であるO十分小 さh qに対 しては'4オン間 ポテンシャルとしてしゃへいク-ロ
甲y ･ポチyシヤ,ーV葱とると(1)式は音速 sK対 して
2 47EnZ2e2 1I




を与えるo右辺第 1萌はB-S理論 に相当するO梅造 艶子Stq)の実測値 を用い
て¢)式に したがってNaお よびACについて求めた音速 を実測値お よびB-S
理論 と比戟 したものを表に示す｡
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参る種eJ貴金属合金液 棒は桓 ･8:eJ物理量 が 参る特定の組成領域 で藤値 を持つ
点 で極めて興味 ある合金 である｡Cu-Sn合金は この ような性質 を有する代表
的例 で.この場合Sn20a/Qa)近傍 で以 下に示す ような現象 を皇することが
知 られている(1)o 与
(1) 電気抵抗等温曲線は鋭い極太を持ち ,かつSp15-50 a/oO組成領域 は
‡号 く 0であるo
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